
宗像市市民参画等推進審議会会議録（要旨） 

日 時 平成２５年５月２２日（水）９：３０～１２：１５ 

場 所 メイトム宗像２０４会議室 

委 員 
□ 井上豊久 、■ 岡田祐一 、■ 志岐宏美 、■ 辻洋子 、■ 東博子 、 
□ 松永年生 、■ 南博 、■ 宮﨑弘子 、■ 吉田晴希  

（五十音順、敬称略） 

事務局 

市民協働・環境部長；福崎 
コミュニティ・協働推進課；古川、村上、吉永、吉丸、中脇、福島、合島 
元気な島づくり課；中野 
市民活動交流館館長；服部 
むなかた市民フォーラム；梶栗、木村、種田、牟田、人見 

 

１．会長あいさつ 

 新年度最初の審議会である旨、市の機構改革が行われた旨及び審査会が開催される旨の

発言。 

【事務局からの連絡事項】 

・事務局（コミュニティ・協働推進課）自己紹介 

・吉田善仁委員のポストについては当面欠員、岡田委員については、次期コミュニティ会

長会会長が選出されるのが 5月 27 日のため、5月 31 日の審議会までは岡田委員に継続い

ただきたい。 

 ⇒了承 

 

２．協議事項 

（１）市民サービス協働化提案制度審査について 

①諮問 

 

②審査会の流れについて説明 

   資料「平成 25 年度宗像市市民サービス協働化提案制度の審査について」に基づいて

説明 

③提案の内容について説明 

   資料の差し替え 

資料「平成 25 年度市民サービス協働化提案制度審査資料（平成 25 年度開始コース）

に基づいて、提案内容の概要説明 

  ④質疑応答 

   ・行財政改革としての視点をはじめ、当該制度の趣旨に沿っている旨の説明はできる

ようにすべき、との意見あり。 

   ・提案事業の内容に関して、現状と効果について質問あり、資料に基づき説明。 



（２）人づくりでまちづくり事業補助金及び元気な島づくり事業補助金審査について 

  ①審査会の流れについて説明 

   資料「人づくりでまちづくり事業補助金の審査（5月 29 日(水)）の進め方について」

に基づいて説明 

   審査資料の差し替えについて説明 

  ②人づくりでまちづくり事業補助金及び元気な島づくり事業補助金提案内容説明、 

質疑応答 

   ・提案内容が類似した事業に対する対応は如何に。 

    ⇒申請時に、過去に補助を受けた団体ではないかをチェックしており、それと認め

られる場合は却下。今回はそのような団体はない。 

・旅費や講師料等の積算根拠について、審査の際に説明できるようにとの意見あり。 

  特に昨年度と差異がある場合について。 

 ・継続事業の場合、前回実績に基づく課題の検証が必要。申請書に記載すべき。 

 ・補助期間終了後の事業の継続のため、自主財源の確保も検討すべき。 

・民間事業所との関わりが生じる場合、市側の立場を明確にしておく必要がある。 

 ⇒ネットワークの形成や地域振興に寄与するものであれば、当該事業の趣旨に合致

すると考える。 

 ・連携して実施すると効果があがると期待できるものもある。行政の指導を望む。 

  ⇒地域の実情や関わる方々の負担感も考慮する必要がある。また、市の施策として

交流や活性化を図る事業も計画、検討している。 

  

３．その他 

  事務局から、5月 29 日の審査会の会場、集合時間及びメンバーの確認。 

 

＝ 散 会 ＝ 


